
公益財団法人日本医療機能評価機構

院内体制の整備
⚫ クォリティマネジメ
ントを担当する委員
会の設置

成果の共有
⚫ 学会、報告会等で
の成果発表

⚫ PDCA活動報告書の
共有 など

A  P
C  D

継続的な質改善のためのフォローアップ体制
⚫ 定期的、継続的な改善活動のモニタリングと評価
⚫ ワークショップ など

⚫ 臨床指標を活用した改善活動の共有・普及の方法として、国内ですでに実践されている「臨床評価指標を用いた
PDCAサイクルに基づく医療の質の改善事業」を参考に検討してはどうか。

具体的な取組の共有・普及①
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◆参考モデル（１）

①現状分析と計画立案

②計画を実行③評価

④改善

参考資料2
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トピックの選択

教員の確保
枠組みと変更パッ
ケージの開発

参加チーム募集

準備作業

研修１

実践期間１

総括会議
および出版

研修２

実践期間２

研修３

実践期間３

A  P
S  D

A  P
S  D

A  P
S  D

（参考：IHI Breakthrough Series Collaborative Model：
共通の目的を達成するために、既存の知識を複数の設定に広
げて適応させることに依拠する改善方法。）

支援：電子メール・現地訪問・電話会議・月次進捗報告・活動評価

⚫ 臨床指標を活用した改善活動の共有・普及の方法として、「質改善方法を習得する研修会」と「個々の施設での
改善活動の実践と共有」を組み合わせた活動を検討してはどうか。

⚫ 具体案として、諸外国で実施されている「質改善コラボレイティブ (Quality Improvement Collaborative)等を参考
に、わが国に適した手法を検討してはどうか。

具体的な取組の共有・普及②
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◆参考モデル（２）
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• 「患者安全指標」の評価・分析等の観点か
ら取り扱うこととしてはどうか。

• QI活用プロジェクトの研修会で対応して
はどうか。

1.組織的リーダーシップ
A.構造と統合 (13)
B.規制、認定および外部承認 (5)
C.教育、研修、コミュニケーション (5)

2.医療データ分析
A.設計とデータ管理 (6)
B.測定および分析 (7)

3.業績とプロセスの改善
A.改善機会の特定 (5)
B.実装と評価 (6)

4.患者安全
A.アセスメントと計画 (3)
B.実装と評価 (4)

米国「認定医療の質専門家 (Certified Professional 
in Healthcare Quality; CPHQ)」プログラムの内容

• 「1A.構造と統合」の細目には、経営戦略
などに関する高度な内容も含まれており、
実務者の日常業務の範囲を超えているよう
に思われる。
そこで、経営戦略と医療の質の関係などに
ついて管理者・幹部・実務者等、広く意識
改革を図るセミナーを、別途企画してはど
うか。

⚫ QI活用プロジェクトの研修会で対応する研修範囲は、米国「認定医療の質専門家」プログラムの範囲におおむ
ね重なると考えてよいのではないか。

⚫ 実務者が習得すべき知識・スキルは研修会で対応し、経営戦略的な高度な内容については、別途セミナーを企
画してはどうか。

中核人材のあり方
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◆参考モデル（３）
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共通指標策定に向けた方法論の検討

共通指標の検討、設定、評価 各団体等が定義する指標の収集、一覧化

指標の公開

【次年度以降】
共通指標データの
収集・分析方法等
の検討

各種DB（NCD、NDB等）との連携 病院機能評価／Mindsとの連携

【今年度】
共通指標策定に向
けた方法論の検討

データ測定、収集・分析

⚫ 今年度は、共通指標策定に向けた方法論の検討と、共通指標の検討及び各団体が定義する指標の一覧化を行い、
次年度以降に、共通指標データの収集方法を検討してはどうか。

⚫ 並行して、患者代表などを含むワーキンググループを設置して、公表のあり方を検討してはどうか。

臨床指標の標準化のあり方①
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◆検討の進め方について
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⚫ OECDの医療の質指標プロジェクト (Health Care Quality Indicators (HCQI) project) で用いられている概念枠組み等を
参考に、わが国に適した枠組みを検討してはどうか。

健康

健康の非医学的決定要因

健康システムの設計、ポリシー、およびコンテキスト

医療システムパフォーマンス

次元

品質 アクセス コスト／支出

医療ニーズ 有効性 安全性 応答性／患者中心
アクセシビリ
ティ

一次予防

個
々
の
患
者
経
験

統
合
ケ
ア治療

病気や障害のある生活
/慢性期のケア

終末期への対処

公
平
性

効率性
マクロおよびミクロ経済効率

HCQIプロジェ
クトの現在の
焦点

臨床指標の標準化のあり方②
◆標準化に向けた方法論の検討について
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